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急傾斜かんきつ園での運搬作業における労働負荷について、異な
る傾斜角度別に数種類の運搬車で比較を行いました。

○ 持続的に作業を行える運搬（中労働）は、電動走行機であれば０～
上り７度、電動一輪車であれば０度でした。下りは、いずれの運搬
方法も15度以下では中労働に相当しました。

○ 上り15度になると、いずれの運搬方法も身体負担が非常に大きくな
りました。

各種ロボット導入に関する検討金額の割合（％）

－労働負荷調査（異なる傾斜度と運搬方法の違い）－

運搬作業における傾斜度および運搬方法の違いと労働負荷

【 運搬条件 ： 積載量 66kg（コンテナ３個＋肥料３袋）、運搬距離 50ｍ 】
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